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概要（目的・用途・実施
内容）

Abstract (Aim, Use
Applications and

Contents)

本実験の目的は光触媒のキャラクタリゼーションを通じて光触媒活性に重要な要素
を明らかにすることであった。光触媒に担持された白金やパラジウムの電子状態や
凝集状態に関する情報を得るためにXPS測定を実施した。

実験
Experimental

反応後の光触媒を回収し、再度反応に用いた際、光触媒の失活が観測された。この
原因を明らかにすることにより、光触媒活性に重要な要素に関する知見が得られる
と考えた。そこで、反応の前後の光触媒のXPS解析を実施した。

結果と考察
Results and Discussion

XPS解析の結果、反応後の光触媒において担持金属である白金やパラジウムの酸化、
および凝集が観測された。これらの両方あるいはいずれかが触媒失活の原因である
と考えられる。今後はさらなる対照実験を通じて触媒失活の原因を特定し、その知
見を基に高活性かつ高耐久性の光触媒の創出を目指す。
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